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「ホワイトリムジン屋台」  土日11：30～１４：３０／18：00～21：0０営業 （不定休）　

Event Information

0287（78）7833

０３－３２２１－４２２０
１１：００～１９：００　月曜休廊

5月23日（土）～ 6月14日（日）

8月11日（火）～9月9日（水）
五節句シリーズ③「重陽の室礼/留守玲（金工）展」

6月13日（土）13:00～17:00
陶芸ミニワークショップ「木、葉」
講師：安藤麻衣子
料金：6,300円（1作品の焼成費込、送料別、１ドリンク付き）
※鉢またはお皿づくりのワークショップです。

7月7日（火） 20:00～22:00
「観月●会　第三夜」
案内：米倉万美 （イラストレーター） × momo椿* （アコーディオンデュオ）　
料金：2,000円
満月の夜、森を散歩し、ゲストのお話と音楽を楽しむ会です。

8月2日（日）・3日（月）各日10：30～
「2009AIR プログラム・金恵貞ワークショップ」
求心力の旅―五感で描く
定員：15名　参加費：無料　材料費：3000円

6月21日（日）10:30～14:00頃
アート･フェスタ那須2009「山のシューレ」プレ・イヴェント
「親子ツリーイング体験」 －木とともに感じあい、響きあう世界
講師：内田一成（アウトドア・ライター）
料金：8,000円（大人1人、子ども1人の2名様料金・ランチ付）
対象：年齢4歳以上のお子様　※一名様追加毎4,000円プラス　※申込締切6月10日（水）

Event Information

 7月12日（日）～26日（日）
「アート・ビオトープ那須の若手工芸作家たち展」
アート・ビオトープ那須で創作する作家たちの陶芸、ガラス作品展

環境と芸術のユートピアを模索した、十九世紀以来の環境的芸術家コロニーの源泉
と、その実態を、資料でたどる文化史展。

アート・フェスタ那須2009「山のシューレ」プレ・イヴェント
6月20日（土）～７月７日（火）

五節句シリーズ②「七夕の室礼/松村明那（ガラス）展」
室礼三千・山本三千子氏監修による七夕の室礼（期間7月1日～7日）
＊7月5日（日）12:00～15:00「座学＋直会」イベント

室礼三千・山本三千子氏監修による重陽の室礼（期間9月2日～9日）
＊9月5日（土）18：00～21:00「座学＋直会」イベント

　―シェーカーからバウハウスへ、アスコーナ、そしてドルナッハ。
　　環境と芸術のコロニー（共同体）の起源を、資料でたどる

室礼三千・山本三千子氏監修のもと、年中行事の五節句を、工芸作家
の作品とともに室礼います。イベントは、山本先生の座学の他、作家の
器を使って、捧げものを皆で食して供養する直会を行います。

しつら

「五感のユートピアを求めて

6月6日（土）17時～19時

伊藤俊治（美術史家・東京芸術大学教授）　参加費：2,000円　要予約

関連トークイベント＆交流会「夜のサロン」

「ドイツのコロニーと芸術の現場から」

」
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「那須コラム」第 3回

お勧めは、那須五岳の主峰、茶臼岳山頂です。
毎年3月下旬から11月の間に運行している
「那須ロープウェイ」に乗って茶臼岳の9合目付近まで登ると、
那須高原だけでなく遠く関東平野を一望することができます。
また、茶臼岳をさらに50分ほど登れば、茶臼岳の噴火口を間近に見ることも。
頂上付近は岩肌がむき出しで、道は整備されていませんので、
歩きやすい靴を履いてお出かけください。
この他、那須高原エリアには豊富な自然、歴史名所、
そしてグルメスポットが随所に点在し、車やバスでの移動に限らず、
徒歩やロードバイクなどに乗って手軽に観光を楽しむことができます。
山独特の風の匂いを感じながら、那須の自然に身を任せてみては如何でしょうか。

にき倶楽部1986ブティック 種田真麻里
（那須検定 2級）

「
伊
東
豊
雄
氏
、
佐
治
晴
夫
氏
、
竹
村
真

一
氏
、
新
見
隆
氏
、
能
勢
伊
勢
雄
氏
、
原

研
哉
氏
」
の
90
分
講
座
。「
能
楽
師
・
安

田
登
氏
の
身
体
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
内
田

一
成
氏
の
木
登
り
体
験
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
」

「
小
松
誠
氏
の
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
Ａ

Ｉ
Ｒ
２
０
０
９
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
家
・
金
恵

貞
氏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
高
橋
禎
彦

氏
の
ガ
ラ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
を

通
し
て
、
地
球
環
境
、
身
体
と
言
葉
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
テ
ー
マ
を
深
め

て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、二
期
倶
楽
部
ホ
ー

ル
で
は
那
須
で
活
躍
中
の
作
家
展
。
ア
ー

ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
庭
内
の
リ
ム
ジ
ン
屋
台

を
は
じ
め
、
地
元
の
商
材
を
集
め
た
市
も

た
ち
ま
す
。
夏
の
５
日
間
。
学
び
と
創
造

の
場
が
こ
の
地
に
現
れ
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
、
人
と
人
が
繋
が
り
、
未
来
を
考
え

て
い
く
足
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
願
い
開

催
さ
れ
ま
す
。

「
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
那
須
」
の
参
加

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
山
の
シ
ュ
ー
レ
」
が
、
７

／
30
㈭
〜
８
／
３
㈪
ま
で
五
日
間
催
さ
れ

ま
す
。
各
界
で
ご
活
躍
の
方
々
が
、
那
須

山
麓
横
沢
の
地
を
訪
れ
、
二
期
倶
楽
部
協

力
の
下
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
言
葉
・
身
体
・
環
境
」。
初
日
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
記
念
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

あ
り
ま
す
。
20
世
紀
前
衛
芸
術
家
オ
ス

カ
ー
・
シ
ュ
レ
ン
マ
ー
の
孫
で
あ
る
ラ
マ

ン
・
シ
ュ
レ
ン
マ
ー
氏
を
迎
え
「
基
調
講

演
」。
続
い
て
伊
藤
俊
治
氏
（
東
京
芸
術

大
学
教
授
）
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
佐
治
晴

夫
氏
（
宇
宙
物
理
学
者
）、
茂
木
健
一
郎

氏
（
脳
科
学
者
）、
竹
村
真
一
氏
（
文
化

人
類
学
者
）
の
豪
華
出
演
者
に
よ
る
グ
ラ

ン
ド
対
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
個
々
の

生
命
が
、
宇
宙
空
間
に
、
い
か
に
結
び
つ

い
て
い
る
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
か
ら

紐
解
い
て
い
き
ま
す
。
２
日
目
か
ら
は

山
の
シ
ュ
ー
レ
２
０
０
９

七
／
三
〇（
木
）〜
八
／
三（
月
）ま
で
開
催
！

能
的
な
生
態
描
写
の
絵
が
多
く
な
り
、
理

想
主
義
か
ら
現
実
写
実
主
義
へ
の
移
行
を

示
し
始
め
ま
す
。
文
化
元（
一
八
〇
四
）年
、

太
閤
記
に
取
材
し
た
美
人
画
で
も
あ
る
歴

史
絵
『
太
閤
五
妻
洛
東
遊
観
之
図
』
が
幕

府
の
禁
忌
に
触
れ
、
歌
麿
は
手
鎖
、
入
牢

を
受
け
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
失
意

の
う
ち
に
世
を
去
り
ま
す
。

し
か
し
、
歌
麿
亡
き
後
も
、
二
代
歌

麿
を
は
じ
め
弟
子
た
ち
は
歌
麿
が
築
き
上

げ
た
美
人
画
の
様
式
を
継
承
し
、
他
派
の

菊
川
英
山
も
歌
麿
風
の
上
品
で
優
し
い
女

性
像
を
描
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
歌
麿
を
は
じ
め
、
鳥
居

清
長
や
鳥
文
斎
栄
之
、
栄
松
斎
長
喜
ら
美

人
画
の
名
手
た
ち
、
歌
麿
の
弟
子
た
ち
、

風
景
画
の
名
手
・
葛
飾
北
斎
の
初
期
（
春

朗
落
款
）
の
数
少
な
い
美
人
画
や
歌
川
広

重
の
抒
情
的
美
人
画
作
品
な
ど
、
お
よ
そ

60
点
の
作
品
か
ら
江
戸
時
代
後
期
に
花
開

い
た
美
人
画
の
世
界
を
展
観
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
喜
多
川
歌
麿
ゆ
か
り
の
地

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
栃
木
市
で
、
浮
世
絵

の
「
美
人
画
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
歌
麿

と
そ
の
時
代
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

歌
麿
は
、
女
性
の
理
想
像
を
追
及
し
、

成
熟
し
た
女
性
の
色
香
を
見
事
に
表
現
し
、

豪
華
な
雲
母
摺
り
の
美
人
大
首
絵
な
ど

数
々
の
名
作
を
発
表
、
美
人
画
の
第
一
人

者
と
謳
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
主
に
吉
原

遊
女
を
描
き
、
青
楼
画
家
と
ま
で
呼
ば
れ

ま
し
た
が
、
後
は
、
市
井
の
生
活
風
俗
を

克
明
に
写
し
、
町
の
人
気
美
女
や
家
庭
の

子
女
の
生
活
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
女
性
の
姿

を
描
き
ま
し
た
。
歌
麿
は
清
朗
な
美
人
画

を
得
意
と
し
た
鳥
居
清
長
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
も
独
特
の
女
性
像
を
確
立
し
、
そ

の
流
れ
は
鳥
文
斎
栄
之
、
栄
松
斎
長
喜
ら

へ
と
受
け
継
が
れ
、
浮
世
絵
美
人
画
の
黄

金
期
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

晩
年
の
歌
麿
に
は
退
廃
色
の
濃
い
官

2009年度企画展スケジュール
「歌麿とその時代展～浮世絵にみる美人画の世界～」
2009年5月16日（土）～6月28日（日）　休館日：毎週月曜日
とちぎ蔵の街美術館
入場料：大人500円／小・中学生200円

「歌麿市民フォーラム」　
2009年6月6日（土）14時～　入場無料（先着70名）
とちぎ蔵の街観光館　2階多目的ホール

現
れ
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。
宇
宙
は
微

少
世
界
の
量
子
性
、
巨
大
世
界
の
相
対
性

と
と
も
に
、
深
遠
な
複
雑
性
の
上
に
も
生

長
し
て
い
て
、
こ
の
宇
宙
の
複
雑
性
が
具

体
化
さ
れ
た
も
の
が
生
命
な
の
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
生
命
は
宇
宙
生
成
と
連
続
線
上
に

あ
り
、
宇
宙
の
根
源
的
な
流
れ
で
あ
る
複

合
化
の
波
に
揺
れ
て
い
る
の
で
す
。
複
雑

性
を
増
し
、
つ
い
に
は
内
面
性
を
生
み
出

す
に
至
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
宇
宙
像
、
人

間
と
宇
宙
と
生
命
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
21

世
紀
に
生
き
る
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
宇

宙
像
を
新
た
な
形
で
組
直
し
て
ゆ
く
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
己
と
宇
宙
を
共
振
さ
せ
る
新
し
い

象
徴
作
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
人
間

の
身
体
と
自
然
宇
宙
の
関
係
を
洗
い
直
し
、

新
た
な
手
と
心
と
声
を
取
り
戻
す
可
能
性

を
探
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

宙
と
み
な
し
、
人
間
の
身
体
が
物
質
的
な

空
間
ば
か
り
で
は
な
く
宇
宙
そ
の
も
の
と

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
ダ
ン
ス
で
示
そ

う
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
人
間
学
と
い
う

総
合
授
業
で
、
宇
宙
的
存
在
と
し
て
の
人

間
の
新
た
な
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
ナ
チ
ス
の
迫
害
と
と
も
に
ア

メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
人
々

は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
に
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ウ

ン
テ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、
シ
カ
ゴ
に
ニ
ュ
ー
バ

ウ
ハ
ウ
ス
と
い
う
学
び
と
創
造
の
場
を
つ

く
り
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
や
マ
ー
サ
・
カ

ニ
ン
グ
ハ
ム
ら
に
よ
る
音
楽
、
演
劇
、
舞

踏
の
ト
ー
タ
ル
な
芸
術
表
現
の
実
験
、

バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー
や
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
モ
リ
ス
ら
に
よ
る
生
物
学
、
人
類

学
、
自
然
科
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
知
的
統

合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
、
社
会
環
境
や

地
球
の
危
機
と
個
人
の
問
題
に
立
ち
向
か

う
能
力
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
提
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

宇
宙
を
内
面
化
す
る
都
市
デ
ザ
イ
ン

や
生
態
建
築
を
志
向
し
た
パ
オ
ロ
・
ソ
レ

リ
ら
20
世
紀
の
重
要
人
物
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ

ン
は
、
宇
宙
は
生
成
過
程
に
あ
る
も
の
と

み
な
し
、
物
質
、
生
命
、
人
間
、
精
神
は

こ
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
緊
密
に
結

び
付
き
、
宇
宙
全
体
の
進
行
と
関
係
を
持

つ
複
合
運
動
を
絶
え
間
な
く
繰
り
広
げ
て

い
る
と
言
い
ま
し
た
。

精
神
は
物
質
を
必
要
と
し
、
精
神
が

現
れ
る
た
め
に
は
物
質
の
精
密
な
組
み
合

わ
せ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
精
神
の
進
化
に

は
さ
ら
に
複
雑
な
物
質
の
組
み
合
わ
せ
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
精
神
と
物
質
を
媒
介
す

る
生
命
と
は
宇
宙
の
絶
え
間
な
い
運
動
の

１
９
５
９
年
、
Ｃ
・
Ｐ
・
ス
ノ
ー
は
「
二

つ
の
文
化
と
科
学
革
命
」
で
、
文
系
と
理

系
の
文
化
の
対
立
が
文
化
の
み
な
ら
ず
社

会
の
進
歩
を
阻
害
し
て
い
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
文
化
の
対
立

は
よ
り
深
刻
に
な
り
、
知
は
繋
が
る
こ
と

の
な
い
ま
ま
で
す
。
こ
の
対
立
の
大
き
な

要
因
は
、
文
化
の
総
体
が
共
有
す
る
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
が
コ
ス

モ
ス
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
宇
宙

が
人
に
働
き
か
け
、
人
が
宇
宙
に
働
き
か

け
る
相
互
領
域
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
コ
ス
モ
ス
を
復
権
さ
せ
る
こ
と

は
私
た
ち
の
時
代
に
課
せ
ら
れ
た
最
重
要

問
題
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ス
モ
ス

を
ど
の
よ
う
に
感
知
し
、
認
識
し
、
回
復

し
て
ゆ
く
の
か
。
こ
の
場
で
は
多
く
の
先

駆
的
な
試
み
を
モ
デ
ル
に
そ
の
具
体
的
な

方
法
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
私
た
ち
の
手
に
、
心
に
、
声
に

宇
宙
は
宿
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
手
と

心
と
声
は
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
共
通
す
る
コ

ス
モ
ス
に
浸
透
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ス
モ
ス
が
な
け
れ
ば
私
た
ち
は
生
き
る
術

を
忘
れ
、
母
体
を
失
い
、
さ
迷
い
続
け
る

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
手
は

宇
宙
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
心
は
宇
宙
と

交
感
し
て
い
ま
す
。
声
は
宇
宙
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
手
と
心
と
声
が
つ
く

り
だ
す
ア
ー
ト
は
宇
宙
を
呼
び
寄
せ
る
媒

体
な
の
で
す
。

分
断
さ
れ
、
孤
立
し
、
生
や
宇
宙
と

の
関
係
を
失
っ
て
い
っ
た
芸
術
概
念
の
新

た
な
統
合
を
目
指
し
た
運
動
体
バ
ウ
ハ
ウ

ス
、
そ
の
中
心
人
物
の
一
人
オ
ス
カ
ー
・

シ
ュ
レ
ン
マ
ー
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
全
体
を
宇

伊
藤
俊
治[

い
と
う
と
し
は
る]

東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
教
授

 

手
と
心
と
声
と
宇
宙
と　

―
 

コ
ス
モ
ス
の
復
権 ―

「山のシューレ2009」
  2009年7月30日（木）  ＊プログラムは、一部変更になる場合があります。
参加費：20,000円（全部）/15,000円（Ⅰ,Ⅱ部のみ）/10,000円（Ⅲ部のみ）

司会　 新見 隆 氏 （武蔵野美術大学芸術文化学科教授）

■第Ⅰ部 ：12:00～13:30

基調講演　ラマン・シュレンマー氏
「シュレンマーと、バウハウス、アスコーナ
―20世紀の身体と、舞台芸術の革命、そして、共同体学びの場の実践を語る」

■休　憩 ：13:30～14:00

ティーサービス
■第Ⅱ部 ：14:00～16:30

グランド対談「手と心と声と宇宙と ― コスモスの復権―」
　　　伊藤 俊治 氏（東京芸術大学美術学部先端芸術表現科教授）
　　　佐治 晴夫 氏（宇宙物理学者/鈴鹿短期大学学長）
　　　竹村 真一 氏（文化人類学者/京都造形芸術大学教授）
　　　茂木 健一郎 氏（脳科学者）

■第Ⅲ部 ：18:30～

世界初演「結婚」映像視聴会（軽食付き）　
20世紀前衛舞台芸術のパイオニア、オスカー・シュレンマーの影絵芝居　
　　　特別出演－　安田登氏（能楽師）

浮
世
絵
に
み
る
美
人
画
の
世
界

とちぎ蔵の街美術館　0282-20-8228
開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時30分まで）

休 館 日： 月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
祝日の翌日（土曜・日曜・祝日の場合は開館）
年末年始（12月29日～１月３日）展示替等の館内整理期間

観 覧 料： 一般・大学・高校生300円（200円）／小・中学生100円（50円）

＊企画展の観覧料は別途定めます
＊（　）内は20名以上の団体割引料金です
＊ 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保険福祉手帳の交付を受けている方とその介護者
１名、未就学児は無料

＊土曜日は栃木市内の小・中学生は無料
＊毎月第３日曜日は「家庭の日」のため、県内の小・中学生は無料

交通機関： 電車／JR両毛線栃木駅、東武日光線栃木駅から徒歩15分
自動車／東北自動車道　栃木I.C.から10分

オープニング記念
シンポジウム

二期倶楽部庭内観季館BAR

「BARラジオ　 」
7/30（木）～8/2（日）期間限定オープン
21:00~24:00　＊BAR営業は18:00より

　70年代の東京・神宮前にあったBARラジオ。多くのクリエイター、
文化人が集いました。
　現在、観季館のバーに若林奮制作のカウンターが移築され、当時の
面影が再現されています。「山のシューレ2009」期間中の夜、往時の
名バーテンダー尾崎浩司氏がカウンターに立ちます。
　またとない、格別な那須の夜となることでしょう。



八代田 素樹 [やしろだもとき ]
小豆島・渕崎在住

ササゲ
（忘れられた作物）
　「そう言えばあったなあ」とササゲが過去の作物と

なった今、ササゲを知る人は少なくなりました。アズ

キによく似た豆です。島の古老は〝ササギ〞とも言う。

古書にも〝佐々義〞と散見される。暖地で雨が少なく

小豆の稔りが悪い小豆島では、古来、ササゲを作っ

てアズキの代用にして来ました。

　梅雨の雨でサツマイモを植えて程なく、その畝肩

にササゲを播きます。豆の仲間は肥料を奪う事も少

なく、ササゲは畝を借りる形で混植され、焼け付く

盛夏の畑でイモに日傘の役もしています。イモの肥

る秋にはササゲは既に収穫されています。これは正

に伝承農法であって、混植の効果を生かし、減収を

おさえるため、イモ畑にあるササゲの密度は絶妙で

ありました。ササゲの故郷はアフリカです。品種を生

みながら何処をどう旅して我が国に辿り着いたので

あろうか。昔、農家はお祝いには赤いササゲを、お弔

いには白いササゲ（奴ササゲ）を届けたものである。

（白いほうは見なくなって久しい）

　西光寺の門前に春の大師市の立つ日、近くの種屋

さんでササゲの種を見つけました。使い古された浅

い木箱に薄く広げられて日差しを浴びていました。

計り売り専用の小さな柄杓ですくって、簡素な種袋

に入れて下さった。実に素朴なその売り方まで嬉し

かった。

Jun .

武
蔵
野
の
面
影
の
残
る
、
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
の
雑
木
林
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
い
る
。

通
り
を
へ
だ
て
た
と
な
り
の
療
養
所

の
な
か
、
欅
の
大
木
が
し
げ
る
納
骨
堂
の

そ
ば
の
茂
み
に
小
さ
な
庭
が
あ
る
。
い
ち

め
ん
に
散
っ
た
金
木
犀
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

花
び
ら
に
誘
わ
れ
て
、
つ
つ
じ
の
生
垣
で

柔
ら
か
く
区
切
ら
れ
た
小
庭
の
よ
う
な
空

間
に
光
り
が
差
し
込
む
。
樹
木
の
祠
と
い

う
か
、
欅
と
銀
杏
が
密
生
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
ゆ
る
や
か
で
広
が
り
の
あ
る
結
界

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
だ
。

清
冽
な
秋
の
気
配
が
た
だ
よ
う
朝
、
光
り

が
影
を
と
も
な
っ
て
訪
れ
る
小
空
間
は
、

小
さ
な
、
誰
の
も
の
で
も
な
い
墓
所
の
よ

う
な
感
じ
が
す
る
。

無
限
の
感
興
を
誘
う
こ
の
小
庭
を
、

私
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
庭
と
呼
ん
で
い
る
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
そ
の
死
の
年
に
三

曲
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
残
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え

な
い
、
不
思
議
な
美
し
さ
を
た
た
え
た
傑

作
で
、
こ
の
庭
は
さ
し
ず
め
ハ
短
調
の
庭

だ
ろ
う
か
。
死
の
影
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

そ
れ
を
親
密
な
友
と
し
て
語
り
か
け
る
歌

小池頌子
WORK

SHOP ワークショップ
レポート

2009年度AIRプログラム 「金恵貞ワークショップ」

「求心力の旅̶五感で描く」
日　時：8月2日（日）・3日（月）各日10:30～
場　所：アート・ビオトープ那須陶芸スタジオ
内　容：   五感を開き、まっすぐな眼差しで

モノの中心に近づくドローイング
対　象：中学生以上　　定　員：15名
参加費：無料　　材料費：3,000円
＊汚れてもよい服装でご来場ください。

アート・ビオトープ那須 0287-78-7833

は
、
軽
や
か
な
、
光
の
野
を
走
り
去
る
音

の
流
れ
に
よ
っ
て
、
生
へ
の
愛
惜
を
、
ま

た
香
ら
せ
る
。
納
骨
堂
を
う
っ
そ
う
と
お

お
う
高
木
の
梢
か
ら
光
が
さ
し
こ
む
と
、

ぽ
っ
か
り
と
浮
か
び
あ
が
る
こ
の
庭
の
空

間
色
が
、
時
に
は
頼
り
な
げ
で
、
そ
れ
で

い
て
け
っ
し
て
歌
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
人
間
ら
し
さ
に
ふ
さ
わ

し
い
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
音
楽
は
雑
多
な

も
の
、
猥
雑
な
も
の
を
切
り
捨
て
、
と
り

除
い
て
、
自
ら
を
純
化
す
る
う
ち
に
で
き

あ
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
悲
痛
な
叫
び

と
軽
や
か
な
歌
声
が
ふ
た
つ
な
が
ら
、
日

日
の
生
活
に
寄
り
添
う
よ
う
に
息
づ
い
て

い
る
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、
自
然
が
、
彼
ら

な
り
の
日
日
を
持
っ
て
、
身
の
丈
の
日
常

を
巡
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
独
特
の
気

配
が
醸
成
さ
れ
て
、
静
か
で
明
る
い
、
淋

し
さ
の
支
配
す
る
庭
だ
。
自
然
こ
そ
は
、

私
ど
も
人
間
の
生
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
影

な
の
か
。

光
の
孤
独
。

何
か
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い
や
終

わ
り
な
が
ら
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
、
私
ど
も
の
す
ぐ
そ
ば
に
息
づ
い
て

い
な
が
ら
、
容
易
に
肉
の
眼
で
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
果
て
の
な
い
硬
い
空
間
を
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
日
日
の
眼
差
が
と
ら
え

て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
森
を
冬
に
歩

く
と
、
細
か
な
石
の
つ
ぶ
て
が
風
に
舞
っ

て
、身
体
に
弾
け
る
。そ
の
感
触
で
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
が
わ
か
っ
た
と
、
長
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
い
た
、
年
長
の
友
人
で
あ
る
建
築
家

が
話
し
て
く
れ
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教

わ
っ
て
大
好
き
だ
っ
た
彼
も
、
嘱
望
さ
れ

た
が
早
世
し
て
、
い
ま
は
い
な
い
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
庭
は
、
日
日
の
時

間
が
か
た
ち
を
刻
む
庭
で
あ
る
。

明
る
い
、
足
速
に
通
り
す
ぎ
る
も
の
。

未
知
の
予
徴
に
充
ち
た
鳥
の
飛
び
た
つ
さ

ま
。
風
の
声
。
雨
の
匂
い
。
こ
れ
ら
の
気

配
や
感
情
の
、
す
べ
て
の
集
ま
り
こ
そ
が

自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
を
知
る
者
の
悦
し

み
が
、
支
配
す
る
場
。
そ
れ
が
私
の
愛
す

る
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
庭
で
あ
る
。

（
註
）
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
彼
の
音
楽
に
つ
い
て
、

ケ
ン
プ
の
弾
い
た
Ｃ
Ｄ
の
ラ
イ
ナ
ー
・
ノ
ー
ト

の
石
井
宏
さ
ん
の
解
説
か
ら
、
学
ん
で
借
り
た
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

Arts and Crafts Cita Cita　
掲
載
さ
れ
た
記
事

を
再
構
成
し
た
も
の
）

新
見 

隆[

に
い
み
り
ゅ
う]

武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学
科
教
授
、
ア
ー
ト
・

ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
、
顧
問
・
キ
ュ

レ
ー
タ
ー

 

光
の
孤
独  ―

 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
庭
で

　

ま
ず
私
は
土
を
前
に
し
て
考
え
ま
し

た
。
二
日
間
で
完
成
で
き
る
造
形
の
可

能
性
を
。
土
は
や
わ
ら
か
く
と
も
硬
く

と
も
成
形
不
可
、
快
い
土
は
手
の
中
で

自
由
で
…
心
に
閃
き
が
あ
れ
ば
形
は
自

在
想
い
の
ま
ま
…
。
そ
ん
な
喜
び
を
伝

え
た
い
…
が
し
か
し
、
作
陶
は
大
半
が

泥
ま
み
れ
の
労
働
…
至
福
の
創
作
の
時

は
ほ
ん
の
わ
ず
か
。
…
窯
で
よ
く
焼
け

る
と
限
ら
な
い
こ
と
も
知
っ
て
ほ
し
い
。

幸
に
も
晴
れ
た
朝
、
設
備
の
整
っ
た
ア

ト
リ
エ
で
（
や
ん
わ
り
細
か
い
所
ま
で

行
き
届
く
）
安
藤
さ
ん
、
テ
キ
パ
キ
企

画
の
森
山
さ
ん
等
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
始
ま
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
私
作
の
時
間
と
な
る
と
十
八

名
の
方
々
、
集
中
集
中
沈
黙
の
中
、
手

は
ぐ
い
ぐ
い
と
動
き
、
ス
タ
ー
ト
時
は

同
じ
だ
っ
た
半
球
形
の
上
部
に
、
各
自

思
い
思
い
の
形
の
土
を
プ
ラ
ス
し
て
、

個
性
ゆ
た
か
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
白

の
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
楽

し
さ
が
ア
ト
リ
エ
に
満
ち
て
い
て
す
ば

ら
し
い
光
景
。
…
全
員
見
事
に
作
品
は

完
成
し
ま
し
た
。
日
々
、
ご
自
身
を
活

か
し
て
、
し
っ
か
り
生
活
し
て
い
ら
れ

る
方
々
の
内
に
秘
め
た
る
、
ユ
ー
モ
ア

造
形
力
、
つ
く
づ
く
感
じ
入
り
ま
し
た
。

後
半
の
大
仕
事―

施
秞
・
窯
焚
き
等
は

安
藤
さ
ん
一
人
の
肩
に
の
し
か
か
り
ま

す
。
お
お
大
変
。
私
は
全
作
品
の
成
功

を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

二
日
間
の
あ
の
お
だ
や
か
な
楽
し
さ

は
那
須
の
自
然
の
中
、
二
期
倶
楽
部
の

す
て
き
な
セ
ン
ス
、
細
部
ま
で
ゆ
き
届

い
た
人
の
心
と
物
。
本
物
の
食
材
、
く

つ
ろ
ぎ
の
居
住
空
間
に
あ
る
の
だ
と
気

が
つ
き
ま
す
。
一
生
懸
命
仕
事
し
た
後

に
、
ゆ
っ
く
り
又
行
き
た
い
と
皆
思
う

で
し
ょ
う
。

　

小
松
さ
ん
へ
。
今
世
界
中
の
陶
芸
に

身
を
お
く
若
者
の
心
を
つ
か
ん
で
い
る

軽
さ
、
薄
さ
、
と
い
っ
た
磁
器
の
傾
向
。

私
は
四
十
年
前
小
松
さ
ん
の
作
品
の
中

に
見
て
い
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
る
で
し
ょ
う
。
石
膏
と

り
を
学
び
に
、
私
も
参
加
し
た
い
思
い

で
す
。
や
わ
ら
か
い
緑
の
樹
々
の
中
に
。

小
松
誠
さ
ん
へ 

小
池
頌
子

　

ア
ー
ト
・
ビ
オ

ト
ー
プ
那
須
の
オ
ー

プ
ン
二
周
年
を
記
念

す
る
、
陶
芸
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
た
。
今
回
の
講
師

は
、「
Ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
」

が
代
表
作
の
小
池
頌

子
さ
ん
。

　

初
日
午
前
中
、
ス

ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー

で
は
大
学
卒
業
制
作

の
作
品
か
ら
、
う
つ

わ
類
を
多
く
制
作
す
る
時
期
、
育
児
に

追
わ
れ
制
作
出
来
な
い
時
期
を
経
て
…

と
、
作
品
の
変
遷
を
写
真
で
追
い
な
が
ら
、

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
力
強
さ
と
や
さ
し

さ
、
繊
細
に
し
て
大
胆
な
作
品
群
か
ら
氏

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

午
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
小
池

さ
ん
の
近
作
で
あ
る
「
白
の
形
」
の
制
作

技
法
を
学
び
、
受
講
生
ら
は
思
い
思
い
に

土
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
初
心
者
も
経
験

者
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
と
小
池
さ
ん
が

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
為
に
考
案
し

た
方
法
は
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
手
に
入
る

よ
う
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ウ
ル
を
土
台
の

型
に
し
た
も
の
。
ボ
ウ
ル
の
内
側
に
沿
っ

て
紐
作
り
の
土
を
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
、
共

土
を
綿
布
に
入
れ
て
作
っ
た
コ
テ
で
、
ポ

ン
ポ
ン
と
叩
く
。
次
に
、
花
び
ら
の
よ
う

な
薄
い
土
片
を
、
形
・
枚
数
も
自
由
に
土
台

に
貼
り
付
け
る
。
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の

が
な
い
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
満
足
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　

二
日
目
に
は
、
全
国
初
と
い
う
、
貴
重

な
公
開
制
作
の
様
子
を
見
学
。
み
る
み
る

う
ち
に
襞
が
付
い
て
、
変
化
し
て
い
く
作

品
に
、
受
講
生
か
ら
は
感
動
の
声
。
質
問

を
交
え
な
が
ら
の
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
楽
し
い
時
間
は
、
気
さ
く
な
小
池
さ
ん

の
人
柄
だ
か
ら
こ
そ
。【
Ａ
Ｂ
那
須
・
安
藤
】

はるいろ陶芸

栃木県那須郡那須町高久乙道上2294-3
Tel : 0287-78-7833　Fax : 0287-78-6627
HP：//www.artbiotop.jp/　E-mail：artbiotop@nikiresort.jp

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
便
り

サマー・オープン・カレッジ
７/30（木）～ 8/3（月） 山のシューレ2009「言葉・身体・環境」
LECTURE
■7／31（金）14:30～16:00　 

「宇宙とともに、21世紀を考える」
佐治 晴夫（宇宙物理学者・鈴鹿短期大学学長）

■7／31（金）17:00～18:30　

「地球の魔法
　― この惑星で、どんなに奇跡的な

 ことが起こっているのか？」
竹村 真一（文化人類学者・京都造形芸術大学教授）

■8／1（土）11:00～12:30　 　 

「SENSEWARE ―  感覚の世界地図を拡げる」
原　研哉（グラフィックデザイナー）

■8／1（土）14:30～16:00　 

「身体のような建築」
伊東　豊雄（建築家）

■8／1（土）17:00～18:30　 

「 20世紀ヨーロッパ、
芸術家コロニーの源泉を辿る旅
　― アブラムツォヴォ、ヴォルプスベーデ、ドルナッハ、

 アスコーナ、ワイマール、デッサウまで」
新見隆（武蔵野美術大学芸術文化学科教授・二期リゾート文化顧問）

■8／3（月）12:30～15:00

「人類の救いとしての共同性
　 ― 岡山大学紛争が現代に投げ掛けた問い」
能勢 伊勢雄（写真家・展覧会企画）

講 座
　観季館小ホール　　各4,000円

NATURE
■8／1（土）・2（日）11:00～　　4,000円　 
　＊料金にはランチ込み。
「ツリーイング－木登り、木と遊ぶ」
内田一成（アウトドア・ライター）

「森から学ぶ体験教室」
〝ひげじい〞山中秀人（森のコンシェルジュ・二期倶楽部）
■8／1（土）11:00～12:30　　2,000円　 

「畑の野菜でピザつくり」
　＊子供のみでは5歳以上から参加頂けます。
■8／2（日）15:00～17:00　　2,000円　 

「自然サバイバルテクニック」
　＊子供のみでは10歳以上から参加頂けます。

環 境
　二期倶楽部庭内

BODY
■ 8／1（土）「大人の日」・2（日）「こどもの日」
各日　13:00～17:00

「能から学ぶ身体技法」1日講座」
安田登（能楽師）

こどもの日は、
発表会と怪談夏夜。
5歳以上から参加
頂けます。

身 体
　各日　10,000円　＊料金にはランチ込み。

CRAFT
陶芸工房 : 小松誠（プロダクトデザイナー）
■7／30（木）
「何でも焼きものにしてしまう ―粘土のしみ込ませ」
■7／31（金）
「鋳込みの醍醐味 ―揺すって、叩いて、器作り」
■8／1（土）
「ちょっと高度な、鋳込み講座 ―おもしろ技術の総合」
　＊各日とも料金には、作品焼成費込み。送料別。

ガラス工房 : 高橋禎彦（ガラス作家）
■8／1（土）・2（日）・3（月）
「とけたガラスに触れる 
　　　―たらす、のばす、ふくらます」

ものづくり
　各日　10:30～17:30　　8,000円

最終日特別対談
■ 8／3（月）16:00～18:30
　観季館大ホール　5,000円

安田登（能楽師）×吉田加南子（詩人）×
今福龍太（文化人類学者）

最終日特別演奏
■
アート・ビオトープ那須中庭　無料
特別ゲスト　劉宏軍

　映画「ラストエンペラー」で坂本龍一氏とともに作
曲、演奏を担当する。以来、数々の映画、ドラマ音楽を作
曲、演奏している劉宏軍が、「アート・ビオトープ那須」
中庭で古楽を奏でます。

アート・ビオトープ主催

「2010年度AIRプログラム」募集中
　只今、AB那須は「陶芸、ガラス」作家、AB小豆島では「石彫、オリーヴ
染色」作家滞在制作プログラムの応募申込受付中です。
　詳細は、HPをご覧頂き、募集要項をダウンロードし郵送にてご応
募ください。
　2010年夏、小豆島では「せとうち国際芸術祭」「石博」が開催さ
れます。
　たくさんのご応募をお待ちしています。

お問合わせはe-mailまたは0287-78-7833
URL：//www.artbiotop.jp　e-mail：residence@artbiotop.jp

共催：アート・ビオトープ小豆島、オリーヴ生活文化研究所　
後援：土庄町　　協賛：小豆島ヘルシーランド株式会社

「オリーブで染める！」
日　時：2009年8月9日(日)10:00~15:00
場　所：木香「オリーヴの森west」内　
内　容：小豆島産〝オリーブの葉〞を用いて、染物をする
対　象：小学生以上(親子参加歓迎します)
参加費：無料　　材料費：300円
＊ 染めたいもの（素材：ハンカチ、タオル、Tシャツなど白地、無地の物）を持参ください。
＊汚れても良い服でご来場ください。　＊お弁当、飲み物。

お問合わせ、お申し込み：
 　アート・ビオトープ小豆島　0879-62-3445

2009年度AIRプログラム 稲垣有里ワークショップ 

「山のシューレ」のお問合わせ、お申し込み
山のシューレ事務局　0287‒78‒7833 
e-mail：schule@nikiresort.jp
FAX：0287‒78‒6627　 アート・ビオトープ那須

二期倶楽部庭内観季館

一期一会 

8/2（日） 12:00ランチ ¥8,000／18:00ディナー ¥23,000
3人のシェフによるコラボレーション。

（
東
京
西
麻
布
・
分
と
く
山
）

（
東
京
西
麻
布
・
麻
布
長
江
）

（
栃
木
那
須
・
二
期
倶
楽
部
）

× ×

二期倶楽部企画
宮﨑康典
二期倶楽部総料理長

 「料理教室
×ランチ」

7/31（金）11:00~13:30　参加費¥8,000

　グランドハイアット香港、パークハイアット東京総
料理長、六本木ヒルズクラブ取締役総括料理長など6つ
のホテルを経て、二期倶楽部取締役統括総料理長に。食
への追求は止まらない宮﨑料理長のとっておきのテク
ニックを学びながら、味わう贅沢なワークショップ。

■お知らせ

　前号で紹介しました、AB小豆

島において６～８月まで予定され

た2009年度AIRプログラム『ブコ

マ・プロジェクト／キース・ブッケン

氏（オランダ）、相原正美氏（北海

道）、小松稔氏（東京）』は、作家

の都合で参加中止になりました。

ご了承ください。

つ な ご う 自 然 、歴 史 、仲 間 。

2Jun .第 6 号 2

自 然 と 感 性 が 交 わ る 、創 造 の 小 さ き 庭

第 6 号 0 0 90 0 9

栃木県那須郡那須町高久乙上ノ林1859
Tel : 0287-78-7577　Fax : 0287-78-7578
HP://www.novarese.co.jp /E-mail:niki@novarese.co.jp

栃木県那須郡那須町高久乙道上2294-3
Tel : 0287-78-7833　Fax : 0287-78-6627
HP：//www.artbiotop.jp/　E-mail：artbiotop@nikiresort.jp

ひとりひとりのうちなる発見のために
新たなワークショップ・レジデンス

「結び」をテーマとしたゆるやかな空間
一生に一度だから選びたい…

観 季 館GUEST HOUSE



八代田 素樹 [やしろだもとき ]
小豆島・渕崎在住

ササゲ
（忘れられた作物）
　「そう言えばあったなあ」とササゲが過去の作物と

なった今、ササゲを知る人は少なくなりました。アズ

キによく似た豆です。島の古老は〝ササギ〞とも言う。

古書にも〝佐々義〞と散見される。暖地で雨が少なく

小豆の稔りが悪い小豆島では、古来、ササゲを作っ

てアズキの代用にして来ました。

　梅雨の雨でサツマイモを植えて程なく、その畝肩

にササゲを播きます。豆の仲間は肥料を奪う事も少

なく、ササゲは畝を借りる形で混植され、焼け付く

盛夏の畑でイモに日傘の役もしています。イモの肥

る秋にはササゲは既に収穫されています。これは正

に伝承農法であって、混植の効果を生かし、減収を

おさえるため、イモ畑にあるササゲの密度は絶妙で

ありました。ササゲの故郷はアフリカです。品種を生

みながら何処をどう旅して我が国に辿り着いたので

あろうか。昔、農家はお祝いには赤いササゲを、お弔

いには白いササゲ（奴ササゲ）を届けたものである。

（白いほうは見なくなって久しい）

　西光寺の門前に春の大師市の立つ日、近くの種屋

さんでササゲの種を見つけました。使い古された浅

い木箱に薄く広げられて日差しを浴びていました。

計り売り専用の小さな柄杓ですくって、簡素な種袋

に入れて下さった。実に素朴なその売り方まで嬉し

かった。

Jun .

武
蔵
野
の
面
影
の
残
る
、
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
の
雑
木
林
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
い
る
。

通
り
を
へ
だ
て
た
と
な
り
の
療
養
所

の
な
か
、
欅
の
大
木
が
し
げ
る
納
骨
堂
の

そ
ば
の
茂
み
に
小
さ
な
庭
が
あ
る
。
い
ち

め
ん
に
散
っ
た
金
木
犀
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

花
び
ら
に
誘
わ
れ
て
、
つ
つ
じ
の
生
垣
で

柔
ら
か
く
区
切
ら
れ
た
小
庭
の
よ
う
な
空

間
に
光
り
が
差
し
込
む
。
樹
木
の
祠
と
い

う
か
、
欅
と
銀
杏
が
密
生
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
ゆ
る
や
か
で
広
が
り
の
あ
る
結
界

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
場
所
だ
。

清
冽
な
秋
の
気
配
が
た
だ
よ
う
朝
、
光
り

が
影
を
と
も
な
っ
て
訪
れ
る
小
空
間
は
、

小
さ
な
、
誰
の
も
の
で
も
な
い
墓
所
の
よ

う
な
感
じ
が
す
る
。

無
限
の
感
興
を
誘
う
こ
の
小
庭
を
、

私
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
庭
と
呼
ん
で
い
る
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
そ
の
死
の
年
に
三

曲
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
残
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え

な
い
、
不
思
議
な
美
し
さ
を
た
た
え
た
傑

作
で
、
こ
の
庭
は
さ
し
ず
め
ハ
短
調
の
庭

だ
ろ
う
か
。
死
の
影
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

そ
れ
を
親
密
な
友
と
し
て
語
り
か
け
る
歌

小池頌子
WORK

SHOP ワークショップ
レポート

2009年度AIRプログラム 「金恵貞ワークショップ」

「求心力の旅̶五感で描く」
日　時：8月2日（日）・3日（月）各日10:30～
場　所：アート・ビオトープ那須陶芸スタジオ
内　容：   五感を開き、まっすぐな眼差しで

モノの中心に近づくドローイング
対　象：中学生以上　　定　員：15名
参加費：無料　　材料費：3,000円
＊汚れてもよい服装でご来場ください。

アート・ビオトープ那須 0287-78-7833

は
、
軽
や
か
な
、
光
の
野
を
走
り
去
る
音

の
流
れ
に
よ
っ
て
、
生
へ
の
愛
惜
を
、
ま

た
香
ら
せ
る
。
納
骨
堂
を
う
っ
そ
う
と
お

お
う
高
木
の
梢
か
ら
光
が
さ
し
こ
む
と
、

ぽ
っ
か
り
と
浮
か
び
あ
が
る
こ
の
庭
の
空

間
色
が
、
時
に
は
頼
り
な
げ
で
、
そ
れ
で

い
て
け
っ
し
て
歌
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
人
間
ら
し
さ
に
ふ
さ
わ

し
い
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
音
楽
は
雑
多
な

も
の
、
猥
雑
な
も
の
を
切
り
捨
て
、
と
り

除
い
て
、
自
ら
を
純
化
す
る
う
ち
に
で
き

あ
が
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
悲
痛
な
叫
び

と
軽
や
か
な
歌
声
が
ふ
た
つ
な
が
ら
、
日

日
の
生
活
に
寄
り
添
う
よ
う
に
息
づ
い
て

い
る
。
こ
こ
に
来
れ
ば
、
自
然
が
、
彼
ら

な
り
の
日
日
を
持
っ
て
、
身
の
丈
の
日
常

を
巡
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
独
特
の
気

配
が
醸
成
さ
れ
て
、
静
か
で
明
る
い
、
淋

し
さ
の
支
配
す
る
庭
だ
。
自
然
こ
そ
は
、

私
ど
も
人
間
の
生
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
影

な
の
か
。

光
の
孤
独
。

何
か
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
い
や
終

わ
り
な
が
ら
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
、
私
ど
も
の
す
ぐ
そ
ば
に
息
づ
い
て

い
な
が
ら
、
容
易
に
肉
の
眼
で
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
果
て
の
な
い
硬
い
空
間
を
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
日
日
の
眼
差
が
と
ら
え

て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
の
森
を
冬
に
歩

く
と
、
細
か
な
石
の
つ
ぶ
て
が
風
に
舞
っ

て
、身
体
に
弾
け
る
。そ
の
感
触
で
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
が
わ
か
っ
た
と
、
長
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
い
た
、
年
長
の
友
人
で
あ
る
建
築
家

が
話
し
て
く
れ
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教

わ
っ
て
大
好
き
だ
っ
た
彼
も
、
嘱
望
さ
れ

た
が
早
世
し
て
、
い
ま
は
い
な
い
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
庭
は
、
日
日
の
時

間
が
か
た
ち
を
刻
む
庭
で
あ
る
。

明
る
い
、
足
速
に
通
り
す
ぎ
る
も
の
。

未
知
の
予
徴
に
充
ち
た
鳥
の
飛
び
た
つ
さ

ま
。
風
の
声
。
雨
の
匂
い
。
こ
れ
ら
の
気

配
や
感
情
の
、
す
べ
て
の
集
ま
り
こ
そ
が

自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
を
知
る
者
の
悦
し

み
が
、
支
配
す
る
場
。
そ
れ
が
私
の
愛
す

る
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
庭
で
あ
る
。

（
註
）
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
彼
の
音
楽
に
つ
い
て
、

ケ
ン
プ
の
弾
い
た
Ｃ
Ｄ
の
ラ
イ
ナ
ー
・
ノ
ー
ト

の
石
井
宏
さ
ん
の
解
説
か
ら
、
学
ん
で
借
り
た
。

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

Arts and Crafts Cita Cita　
掲
載
さ
れ
た
記
事

を
再
構
成
し
た
も
の
）

新
見 

隆[

に
い
み
り
ゅ
う]

武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学
科
教
授
、
ア
ー
ト
・

ビ
オ
ト
ー
プ
那
須
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
册
、
顧
問
・
キ
ュ

レ
ー
タ
ー

 

光
の
孤
独  ―

 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
庭
で

　

ま
ず
私
は
土
を
前
に
し
て
考
え
ま
し

た
。
二
日
間
で
完
成
で
き
る
造
形
の
可

能
性
を
。
土
は
や
わ
ら
か
く
と
も
硬
く

と
も
成
形
不
可
、
快
い
土
は
手
の
中
で

自
由
で
…
心
に
閃
き
が
あ
れ
ば
形
は
自

在
想
い
の
ま
ま
…
。
そ
ん
な
喜
び
を
伝

え
た
い
…
が
し
か
し
、
作
陶
は
大
半
が

泥
ま
み
れ
の
労
働
…
至
福
の
創
作
の
時

は
ほ
ん
の
わ
ず
か
。
…
窯
で
よ
く
焼
け

る
と
限
ら
な
い
こ
と
も
知
っ
て
ほ
し
い
。

幸
に
も
晴
れ
た
朝
、
設
備
の
整
っ
た
ア

ト
リ
エ
で
（
や
ん
わ
り
細
か
い
所
ま
で

行
き
届
く
）
安
藤
さ
ん
、
テ
キ
パ
キ
企

画
の
森
山
さ
ん
等
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
始
ま
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
私
作
の
時
間
と
な
る
と
十
八

名
の
方
々
、
集
中
集
中
沈
黙
の
中
、
手

は
ぐ
い
ぐ
い
と
動
き
、
ス
タ
ー
ト
時
は

同
じ
だ
っ
た
半
球
形
の
上
部
に
、
各
自

思
い
思
い
の
形
の
土
を
プ
ラ
ス
し
て
、

個
性
ゆ
た
か
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
白

の
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
楽

し
さ
が
ア
ト
リ
エ
に
満
ち
て
い
て
す
ば

ら
し
い
光
景
。
…
全
員
見
事
に
作
品
は

完
成
し
ま
し
た
。
日
々
、
ご
自
身
を
活

か
し
て
、
し
っ
か
り
生
活
し
て
い
ら
れ

る
方
々
の
内
に
秘
め
た
る
、
ユ
ー
モ
ア

造
形
力
、
つ
く
づ
く
感
じ
入
り
ま
し
た
。

後
半
の
大
仕
事―

施
秞
・
窯
焚
き
等
は

安
藤
さ
ん
一
人
の
肩
に
の
し
か
か
り
ま

す
。
お
お
大
変
。
私
は
全
作
品
の
成
功

を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

二
日
間
の
あ
の
お
だ
や
か
な
楽
し
さ

は
那
須
の
自
然
の
中
、
二
期
倶
楽
部
の

す
て
き
な
セ
ン
ス
、
細
部
ま
で
ゆ
き
届

い
た
人
の
心
と
物
。
本
物
の
食
材
、
く

つ
ろ
ぎ
の
居
住
空
間
に
あ
る
の
だ
と
気

が
つ
き
ま
す
。
一
生
懸
命
仕
事
し
た
後

に
、
ゆ
っ
く
り
又
行
き
た
い
と
皆
思
う

で
し
ょ
う
。

　

小
松
さ
ん
へ
。
今
世
界
中
の
陶
芸
に

身
を
お
く
若
者
の
心
を
つ
か
ん
で
い
る

軽
さ
、
薄
さ
、
と
い
っ
た
磁
器
の
傾
向
。

私
は
四
十
年
前
小
松
さ
ん
の
作
品
の
中

に
見
て
い
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
な
る
で
し
ょ
う
。
石
膏
と

り
を
学
び
に
、
私
も
参
加
し
た
い
思
い

で
す
。
や
わ
ら
か
い
緑
の
樹
々
の
中
に
。

小
松
誠
さ
ん
へ 

小
池
頌
子

　

ア
ー
ト
・
ビ
オ

ト
ー
プ
那
須
の
オ
ー

プ
ン
二
周
年
を
記
念

す
る
、
陶
芸
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
た
。
今
回
の
講
師

は
、「
Ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
」

が
代
表
作
の
小
池
頌

子
さ
ん
。

　

初
日
午
前
中
、
ス

ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー

で
は
大
学
卒
業
制
作

の
作
品
か
ら
、
う
つ

わ
類
を
多
く
制
作
す
る
時
期
、
育
児
に

追
わ
れ
制
作
出
来
な
い
時
期
を
経
て
…

と
、
作
品
の
変
遷
を
写
真
で
追
い
な
が
ら
、

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
力
強
さ
と
や
さ
し

さ
、
繊
細
に
し
て
大
胆
な
作
品
群
か
ら
氏

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

午
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
小
池

さ
ん
の
近
作
で
あ
る
「
白
の
形
」
の
制
作

技
法
を
学
び
、
受
講
生
ら
は
思
い
思
い
に

土
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
初
心
者
も
経
験

者
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
と
小
池
さ
ん
が

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
為
に
考
案
し

た
方
法
は
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
手
に
入
る

よ
う
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ウ
ル
を
土
台
の

型
に
し
た
も
の
。
ボ
ウ
ル
の
内
側
に
沿
っ

て
紐
作
り
の
土
を
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
、
共

土
を
綿
布
に
入
れ
て
作
っ
た
コ
テ
で
、
ポ

ン
ポ
ン
と
叩
く
。
次
に
、
花
び
ら
の
よ
う

な
薄
い
土
片
を
、
形
・
枚
数
も
自
由
に
土
台

に
貼
り
付
け
る
。
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の

が
な
い
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
満
足
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
た
。

　

二
日
目
に
は
、
全
国
初
と
い
う
、
貴
重

な
公
開
制
作
の
様
子
を
見
学
。
み
る
み
る

う
ち
に
襞
が
付
い
て
、
変
化
し
て
い
く
作

品
に
、
受
講
生
か
ら
は
感
動
の
声
。
質
問

を
交
え
な
が
ら
の
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
楽
し
い
時
間
は
、
気
さ
く
な
小
池
さ
ん

の
人
柄
だ
か
ら
こ
そ
。【
Ａ
Ｂ
那
須
・
安
藤
】

はるいろ陶芸

栃木県那須郡那須町高久乙道上2294-3
Tel : 0287-78-7833　Fax : 0287-78-6627
HP：//www.artbiotop.jp/　E-mail：artbiotop@nikiresort.jp

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
便
り

サマー・オープン・カレッジ
７/30（木）～ 8/3（月） 山のシューレ2009「言葉・身体・環境」
LECTURE
■7／31（金）14:30～16:00　 

「宇宙とともに、21世紀を考える」
佐治 晴夫（宇宙物理学者・鈴鹿短期大学学長）

■7／31（金）17:00～18:30　

「地球の魔法
　― この惑星で、どんなに奇跡的な

 ことが起こっているのか？」
竹村 真一（文化人類学者・京都造形芸術大学教授）

■8／1（土）11:00～12:30　 　 

「SENSEWARE ―  感覚の世界地図を拡げる」
原　研哉（グラフィックデザイナー）

■8／1（土）14:30～16:00　 

「身体のような建築」
伊東　豊雄（建築家）

■8／1（土）17:00～18:30　 

「 20世紀ヨーロッパ、
芸術家コロニーの源泉を辿る旅
　― アブラムツォヴォ、ヴォルプスベーデ、ドルナッハ、

 アスコーナ、ワイマール、デッサウまで」
新見隆（武蔵野美術大学芸術文化学科教授・二期リゾート文化顧問）

■8／3（月）12:30～15:00

「人類の救いとしての共同性
　 ― 岡山大学紛争が現代に投げ掛けた問い」
能勢 伊勢雄（写真家・展覧会企画）

講 座
　観季館小ホール　　各4,000円

NATURE
■8／1（土）・2（日）11:00～　　4,000円　 
　＊料金にはランチ込み。
「ツリーイング－木登り、木と遊ぶ」
内田一成（アウトドア・ライター）

「森から学ぶ体験教室」
〝ひげじい〞山中秀人（森のコンシェルジュ・二期倶楽部）
■8／1（土）11:00～12:30　　2,000円　 

「畑の野菜でピザつくり」
　＊子供のみでは5歳以上から参加頂けます。
■8／2（日）15:00～17:00　　2,000円　 

「自然サバイバルテクニック」
　＊子供のみでは10歳以上から参加頂けます。

環 境
　二期倶楽部庭内

BODY
■ 8／1（土）「大人の日」・2（日）「こどもの日」
各日　13:00～17:00

「能から学ぶ身体技法」1日講座」
安田登（能楽師）

こどもの日は、
発表会と怪談夏夜。
5歳以上から参加
頂けます。

身 体
　各日　10,000円　＊料金にはランチ込み。

CRAFT
陶芸工房 : 小松誠（プロダクトデザイナー）
■7／30（木）
「何でも焼きものにしてしまう ―粘土のしみ込ませ」
■7／31（金）
「鋳込みの醍醐味 ―揺すって、叩いて、器作り」
■8／1（土）
「ちょっと高度な、鋳込み講座 ―おもしろ技術の総合」
　＊各日とも料金には、作品焼成費込み。送料別。

ガラス工房 : 高橋禎彦（ガラス作家）
■8／1（土）・2（日）・3（月）
「とけたガラスに触れる 
　　　―たらす、のばす、ふくらます」

ものづくり
　各日　10:30～17:30　　8,000円

最終日特別対談
■ 8／3（月）16:00～18:30
　観季館大ホール　5,000円

安田登（能楽師）×吉田加南子（詩人）×
今福龍太（文化人類学者）

最終日特別演奏
■
アート・ビオトープ那須中庭　無料
特別ゲスト　劉宏軍

　映画「ラストエンペラー」で坂本龍一氏とともに作
曲、演奏を担当する。以来、数々の映画、ドラマ音楽を作
曲、演奏している劉宏軍が、「アート・ビオトープ那須」
中庭で古楽を奏でます。

アート・ビオトープ主催

「2010年度AIRプログラム」募集中
　只今、AB那須は「陶芸、ガラス」作家、AB小豆島では「石彫、オリーヴ
染色」作家滞在制作プログラムの応募申込受付中です。
　詳細は、HPをご覧頂き、募集要項をダウンロードし郵送にてご応
募ください。
　2010年夏、小豆島では「せとうち国際芸術祭」「石博」が開催さ
れます。
　たくさんのご応募をお待ちしています。

お問合わせはe-mailまたは0287-78-7833
URL：//www.artbiotop.jp　e-mail：residence@artbiotop.jp

共催：アート・ビオトープ小豆島、オリーヴ生活文化研究所　
後援：土庄町　　協賛：小豆島ヘルシーランド株式会社

「オリーブで染める！」
日　時：2009年8月9日(日)10:00~15:00
場　所：木香「オリーヴの森west」内　
内　容：小豆島産〝オリーブの葉〞を用いて、染物をする
対　象：小学生以上(親子参加歓迎します)
参加費：無料　　材料費：300円
＊ 染めたいもの（素材：ハンカチ、タオル、Tシャツなど白地、無地の物）を持参ください。
＊汚れても良い服でご来場ください。　＊お弁当、飲み物。

お問合わせ、お申し込み：
 　アート・ビオトープ小豆島　0879-62-3445

2009年度AIRプログラム 稲垣有里ワークショップ 

「山のシューレ」のお問合わせ、お申し込み
山のシューレ事務局　0287‒78‒7833 
e-mail：schule@nikiresort.jp
FAX：0287‒78‒6627　 アート・ビオトープ那須

二期倶楽部庭内観季館

一期一会 

8/2（日） 12:00ランチ ¥8,000／18:00ディナー ¥23,000
3人のシェフによるコラボレーション。

（
東
京
西
麻
布
・
分
と
く
山
）

（
東
京
西
麻
布
・
麻
布
長
江
）

（
栃
木
那
須
・
二
期
倶
楽
部
）

× ×

二期倶楽部企画
宮﨑康典
二期倶楽部総料理長

 「料理教室
×ランチ」

7/31（金）11:00~13:30　参加費¥8,000

　グランドハイアット香港、パークハイアット東京総
料理長、六本木ヒルズクラブ取締役総括料理長など6つ
のホテルを経て、二期倶楽部取締役統括総料理長に。食
への追求は止まらない宮﨑料理長のとっておきのテク
ニックを学びながら、味わう贅沢なワークショップ。

■お知らせ

　前号で紹介しました、AB小豆

島において６～８月まで予定され

た2009年度AIRプログラム『ブコ

マ・プロジェクト／キース・ブッケン

氏（オランダ）、相原正美氏（北海

道）、小松稔氏（東京）』は、作家

の都合で参加中止になりました。

ご了承ください。

つ な ご う 自 然 、歴 史 、仲 間 。

2Jun .第 6 号 2

自 然 と 感 性 が 交 わ る 、創 造 の 小 さ き 庭

第 6 号 0 0 90 0 9

栃木県那須郡那須町高久乙上ノ林1859
Tel : 0287-78-7577　Fax : 0287-78-7578
HP://www.novarese.co.jp /E-mail:niki@novarese.co.jp

栃木県那須郡那須町高久乙道上2294-3
Tel : 0287-78-7833　Fax : 0287-78-6627
HP：//www.artbiotop.jp/　E-mail：artbiotop@nikiresort.jp

ひとりひとりのうちなる発見のために
新たなワークショップ・レジデンス

「結び」をテーマとしたゆるやかな空間
一生に一度だから選びたい…

観 季 館GUEST HOUSE
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「ホワイトリムジン屋台」  土日11：30～１４：３０／18：00～21：0０営業 （不定休）　

Event Information

0287（78）7833

０３－３２２１－４２２０
１１：００～１９：００　月曜休廊

5月23日（土）～ 6月14日（日）

8月11日（火）～9月9日（水）
五節句シリーズ③「重陽の室礼/留守玲（金工）展」

6月13日（土）13:00～17:00
陶芸ミニワークショップ「木、葉」
講師：安藤麻衣子
料金：6,300円（1作品の焼成費込、送料別、１ドリンク付き）
※鉢またはお皿づくりのワークショップです。

7月7日（火） 20:00～22:00
「観月●会　第三夜」
案内：米倉万美 （イラストレーター） × momo椿* （アコーディオンデュオ）　
料金：2,000円
満月の夜、森を散歩し、ゲストのお話と音楽を楽しむ会です。

8月2日（日）・3日（月）各日10：30～
「2009AIR プログラム・金恵貞ワークショップ」
求心力の旅―五感で描く
定員：15名　参加費：無料　材料費：3000円

6月21日（日）10:30～14:00頃
アート･フェスタ那須2009「山のシューレ」プレ・イヴェント
「親子ツリーイング体験」 －木とともに感じあい、響きあう世界
講師：内田一成（アウトドア・ライター）
料金：8,000円（大人1人、子ども1人の2名様料金・ランチ付）
対象：年齢4歳以上のお子様　※一名様追加毎4,000円プラス　※申込締切6月10日（水）

Event Information

 7月12日（日）～26日（日）
「アート・ビオトープ那須の若手工芸作家たち展」
アート・ビオトープ那須で創作する作家たちの陶芸、ガラス作品展

環境と芸術のユートピアを模索した、十九世紀以来の環境的芸術家コロニーの源泉
と、その実態を、資料でたどる文化史展。

アート・フェスタ那須2009「山のシューレ」プレ・イヴェント
6月20日（土）～７月７日（火）

五節句シリーズ②「七夕の室礼/松村明那（ガラス）展」
室礼三千・山本三千子氏監修による七夕の室礼（期間7月1日～7日）
＊7月5日（日）12:00～15:00「座学＋直会」イベント

室礼三千・山本三千子氏監修による重陽の室礼（期間9月2日～9日）
＊9月5日（土）18：00～21:00「座学＋直会」イベント

　―シェーカーからバウハウスへ、アスコーナ、そしてドルナッハ。
　　環境と芸術のコロニー（共同体）の起源を、資料でたどる

室礼三千・山本三千子氏監修のもと、年中行事の五節句を、工芸作家
の作品とともに室礼います。イベントは、山本先生の座学の他、作家の
器を使って、捧げものを皆で食して供養する直会を行います。

しつら

「五感のユートピアを求めて

6月6日（土）17時～19時

伊藤俊治（美術史家・東京芸術大学教授）　参加費：2,000円　要予約

関連トークイベント＆交流会「夜のサロン」

「ドイツのコロニーと芸術の現場から」

」

2第 6 号 Jun . 0 0 9

「那須コラム」第 3回

お勧めは、那須五岳の主峰、茶臼岳山頂です。
毎年3月下旬から11月の間に運行している
「那須ロープウェイ」に乗って茶臼岳の9合目付近まで登ると、
那須高原だけでなく遠く関東平野を一望することができます。
また、茶臼岳をさらに50分ほど登れば、茶臼岳の噴火口を間近に見ることも。
頂上付近は岩肌がむき出しで、道は整備されていませんので、
歩きやすい靴を履いてお出かけください。
この他、那須高原エリアには豊富な自然、歴史名所、
そしてグルメスポットが随所に点在し、車やバスでの移動に限らず、
徒歩やロードバイクなどに乗って手軽に観光を楽しむことができます。
山独特の風の匂いを感じながら、那須の自然に身を任せてみては如何でしょうか。

にき倶楽部1986ブティック 種田真麻里
（那須検定 2級）

「
伊
東
豊
雄
氏
、
佐
治
晴
夫
氏
、
竹
村
真

一
氏
、
新
見
隆
氏
、
能
勢
伊
勢
雄
氏
、
原

研
哉
氏
」
の
90
分
講
座
。「
能
楽
師
・
安

田
登
氏
の
身
体
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
内
田

一
成
氏
の
木
登
り
体
験
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
」

「
小
松
誠
氏
の
陶
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
Ａ

Ｉ
Ｒ
２
０
０
９
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
家
・
金
恵

貞
氏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
高
橋
禎
彦

氏
の
ガ
ラ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
を

通
し
て
、
地
球
環
境
、
身
体
と
言
葉
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
テ
ー
マ
を
深
め

て
い
き
ま
す
。さ
ら
に
、二
期
倶
楽
部
ホ
ー

ル
で
は
那
須
で
活
躍
中
の
作
家
展
。
ア
ー

ト
・
ビ
オ
ト
ー
プ
庭
内
の
リ
ム
ジ
ン
屋
台

を
は
じ
め
、
地
元
の
商
材
を
集
め
た
市
も

た
ち
ま
す
。
夏
の
５
日
間
。
学
び
と
創
造

の
場
が
こ
の
地
に
現
れ
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
、
人
と
人
が
繋
が
り
、
未
来
を
考
え

て
い
く
足
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
願
い
開

催
さ
れ
ま
す
。

「
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
タ
那
須
」
の
参
加

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
山
の
シ
ュ
ー
レ
」
が
、
７

／
30
㈭
〜
８
／
３
㈪
ま
で
五
日
間
催
さ
れ

ま
す
。
各
界
で
ご
活
躍
の
方
々
が
、
那
須

山
麓
横
沢
の
地
を
訪
れ
、
二
期
倶
楽
部
協

力
の
下
で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
言
葉
・
身
体
・
環
境
」。
初
日
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
記
念
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

あ
り
ま
す
。
20
世
紀
前
衛
芸
術
家
オ
ス

カ
ー
・
シ
ュ
レ
ン
マ
ー
の
孫
で
あ
る
ラ
マ

ン
・
シ
ュ
レ
ン
マ
ー
氏
を
迎
え
「
基
調
講

演
」。
続
い
て
伊
藤
俊
治
氏
（
東
京
芸
術

大
学
教
授
）
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
佐
治
晴

夫
氏
（
宇
宙
物
理
学
者
）、
茂
木
健
一
郎

氏
（
脳
科
学
者
）、
竹
村
真
一
氏
（
文
化

人
類
学
者
）
の
豪
華
出
演
者
に
よ
る
グ
ラ

ン
ド
対
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
個
々
の

生
命
が
、
宇
宙
空
間
に
、
い
か
に
結
び
つ

い
て
い
る
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
か
ら

紐
解
い
て
い
き
ま
す
。
２
日
目
か
ら
は

山
の
シ
ュ
ー
レ
２
０
０
９

七
／
三
〇（
木
）〜
八
／
三（
月
）ま
で
開
催
！

能
的
な
生
態
描
写
の
絵
が
多
く
な
り
、
理

想
主
義
か
ら
現
実
写
実
主
義
へ
の
移
行
を

示
し
始
め
ま
す
。
文
化
元（
一
八
〇
四
）年
、

太
閤
記
に
取
材
し
た
美
人
画
で
も
あ
る
歴

史
絵
『
太
閤
五
妻
洛
東
遊
観
之
図
』
が
幕

府
の
禁
忌
に
触
れ
、
歌
麿
は
手
鎖
、
入
牢

を
受
け
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
失
意

の
う
ち
に
世
を
去
り
ま
す
。

し
か
し
、
歌
麿
亡
き
後
も
、
二
代
歌

麿
を
は
じ
め
弟
子
た
ち
は
歌
麿
が
築
き
上

げ
た
美
人
画
の
様
式
を
継
承
し
、
他
派
の

菊
川
英
山
も
歌
麿
風
の
上
品
で
優
し
い
女

性
像
を
描
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
歌
麿
を
は
じ
め
、
鳥
居

清
長
や
鳥
文
斎
栄
之
、
栄
松
斎
長
喜
ら
美

人
画
の
名
手
た
ち
、
歌
麿
の
弟
子
た
ち
、

風
景
画
の
名
手
・
葛
飾
北
斎
の
初
期
（
春

朗
落
款
）
の
数
少
な
い
美
人
画
や
歌
川
広

重
の
抒
情
的
美
人
画
作
品
な
ど
、
お
よ
そ

60
点
の
作
品
か
ら
江
戸
時
代
後
期
に
花
開

い
た
美
人
画
の
世
界
を
展
観
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
喜
多
川
歌
麿
ゆ
か
り
の
地

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
栃
木
市
で
、
浮
世
絵

の
「
美
人
画
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
歌
麿

と
そ
の
時
代
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

歌
麿
は
、
女
性
の
理
想
像
を
追
及
し
、

成
熟
し
た
女
性
の
色
香
を
見
事
に
表
現
し
、

豪
華
な
雲
母
摺
り
の
美
人
大
首
絵
な
ど

数
々
の
名
作
を
発
表
、
美
人
画
の
第
一
人

者
と
謳
わ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
主
に
吉
原

遊
女
を
描
き
、
青
楼
画
家
と
ま
で
呼
ば
れ

ま
し
た
が
、
後
は
、
市
井
の
生
活
風
俗
を

克
明
に
写
し
、
町
の
人
気
美
女
や
家
庭
の

子
女
の
生
活
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
女
性
の
姿

を
描
き
ま
し
た
。
歌
麿
は
清
朗
な
美
人
画

を
得
意
と
し
た
鳥
居
清
長
の
影
響
を
受
け

な
が
ら
も
独
特
の
女
性
像
を
確
立
し
、
そ

の
流
れ
は
鳥
文
斎
栄
之
、
栄
松
斎
長
喜
ら

へ
と
受
け
継
が
れ
、
浮
世
絵
美
人
画
の
黄

金
期
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

晩
年
の
歌
麿
に
は
退
廃
色
の
濃
い
官

2009年度企画展スケジュール
「歌麿とその時代展～浮世絵にみる美人画の世界～」
2009年5月16日（土）～6月28日（日）　休館日：毎週月曜日
とちぎ蔵の街美術館
入場料：大人500円／小・中学生200円

「歌麿市民フォーラム」　
2009年6月6日（土）14時～　入場無料（先着70名）
とちぎ蔵の街観光館　2階多目的ホール

現
れ
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。
宇
宙
は
微

少
世
界
の
量
子
性
、
巨
大
世
界
の
相
対
性

と
と
も
に
、
深
遠
な
複
雑
性
の
上
に
も
生

長
し
て
い
て
、
こ
の
宇
宙
の
複
雑
性
が
具

体
化
さ
れ
た
も
の
が
生
命
な
の
で
す
。
そ

れ
ゆ
え
生
命
は
宇
宙
生
成
と
連
続
線
上
に

あ
り
、
宇
宙
の
根
源
的
な
流
れ
で
あ
る
複

合
化
の
波
に
揺
れ
て
い
る
の
で
す
。
複
雑

性
を
増
し
、
つ
い
に
は
内
面
性
を
生
み
出

す
に
至
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
宇
宙
像
、
人

間
と
宇
宙
と
生
命
を
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
21

世
紀
に
生
き
る
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
宇

宙
像
を
新
た
な
形
で
組
直
し
て
ゆ
く
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
己
と
宇
宙
を
共
振
さ
せ
る
新
し
い

象
徴
作
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
人
間

の
身
体
と
自
然
宇
宙
の
関
係
を
洗
い
直
し
、

新
た
な
手
と
心
と
声
を
取
り
戻
す
可
能
性

を
探
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

宙
と
み
な
し
、
人
間
の
身
体
が
物
質
的
な

空
間
ば
か
り
で
は
な
く
宇
宙
そ
の
も
の
と

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
ダ
ン
ス
で
示
そ

う
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
人
間
学
と
い
う

総
合
授
業
で
、
宇
宙
的
存
在
と
し
て
の
人

間
の
新
た
な
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
ナ
チ
ス
の
迫
害
と
と
も
に
ア

メ
リ
カ
に
亡
命
し
た
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
人
々

は
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
に
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ウ

ン
テ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、
シ
カ
ゴ
に
ニ
ュ
ー
バ

ウ
ハ
ウ
ス
と
い
う
学
び
と
創
造
の
場
を
つ

く
り
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
や
マ
ー
サ
・
カ

ニ
ン
グ
ハ
ム
ら
に
よ
る
音
楽
、
演
劇
、
舞

踏
の
ト
ー
タ
ル
な
芸
術
表
現
の
実
験
、

バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー
や
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
モ
リ
ス
ら
に
よ
る
生
物
学
、
人
類

学
、
自
然
科
学
を
テ
ー
マ
と
し
た
知
的
統

合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践
、
社
会
環
境
や

地
球
の
危
機
と
個
人
の
問
題
に
立
ち
向
か

う
能
力
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
提
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

宇
宙
を
内
面
化
す
る
都
市
デ
ザ
イ
ン

や
生
態
建
築
を
志
向
し
た
パ
オ
ロ
・
ソ
レ

リ
ら
20
世
紀
の
重
要
人
物
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ

ン
は
、
宇
宙
は
生
成
過
程
に
あ
る
も
の
と

み
な
し
、
物
質
、
生
命
、
人
間
、
精
神
は

こ
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
緊
密
に
結

び
付
き
、
宇
宙
全
体
の
進
行
と
関
係
を
持

つ
複
合
運
動
を
絶
え
間
な
く
繰
り
広
げ
て

い
る
と
言
い
ま
し
た
。

精
神
は
物
質
を
必
要
と
し
、
精
神
が

現
れ
る
た
め
に
は
物
質
の
精
密
な
組
み
合

わ
せ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
精
神
の
進
化
に

は
さ
ら
に
複
雑
な
物
質
の
組
み
合
わ
せ
が

前
提
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
精
神
と
物
質
を
媒
介
す

る
生
命
と
は
宇
宙
の
絶
え
間
な
い
運
動
の

１
９
５
９
年
、
Ｃ
・
Ｐ
・
ス
ノ
ー
は
「
二

つ
の
文
化
と
科
学
革
命
」
で
、
文
系
と
理

系
の
文
化
の
対
立
が
文
化
の
み
な
ら
ず
社

会
の
進
歩
を
阻
害
し
て
い
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
文
化
の
対
立

は
よ
り
深
刻
に
な
り
、
知
は
繋
が
る
こ
と

の
な
い
ま
ま
で
す
。
こ
の
対
立
の
大
き
な

要
因
は
、
文
化
の
総
体
が
共
有
す
る
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
文
化
が
コ
ス

モ
ス
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
宇
宙

が
人
に
働
き
か
け
、
人
が
宇
宙
に
働
き
か

け
る
相
互
領
域
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
コ
ス
モ
ス
を
復
権
さ
せ
る
こ
と

は
私
た
ち
の
時
代
に
課
せ
ら
れ
た
最
重
要

問
題
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
コ
ス
モ
ス

を
ど
の
よ
う
に
感
知
し
、
認
識
し
、
回
復

し
て
ゆ
く
の
か
。
こ
の
場
で
は
多
く
の
先

駆
的
な
試
み
を
モ
デ
ル
に
そ
の
具
体
的
な

方
法
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
私
た
ち
の
手
に
、
心
に
、
声
に

宇
宙
は
宿
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
手
と

心
と
声
は
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
共
通
す
る
コ

ス
モ
ス
に
浸
透
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ

ス
モ
ス
が
な
け
れ
ば
私
た
ち
は
生
き
る
術

を
忘
れ
、
母
体
を
失
い
、
さ
迷
い
続
け
る

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
手
は

宇
宙
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
心
は
宇
宙
と

交
感
し
て
い
ま
す
。
声
は
宇
宙
に
開
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
手
と
心
と
声
が
つ
く

り
だ
す
ア
ー
ト
は
宇
宙
を
呼
び
寄
せ
る
媒

体
な
の
で
す
。

分
断
さ
れ
、
孤
立
し
、
生
や
宇
宙
と

の
関
係
を
失
っ
て
い
っ
た
芸
術
概
念
の
新

た
な
統
合
を
目
指
し
た
運
動
体
バ
ウ
ハ
ウ

ス
、
そ
の
中
心
人
物
の
一
人
オ
ス
カ
ー
・

シ
ュ
レ
ン
マ
ー
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
全
体
を
宇

伊
藤
俊
治[

い
と
う
と
し
は
る]

東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
教
授

 

手
と
心
と
声
と
宇
宙
と　

―
 

コ
ス
モ
ス
の
復
権 ―

「山のシューレ2009」
  2009年7月30日（木）  ＊プログラムは、一部変更になる場合があります。
参加費：20,000円（全部）/15,000円（Ⅰ,Ⅱ部のみ）/10,000円（Ⅲ部のみ）

司会　 新見 隆 氏 （武蔵野美術大学芸術文化学科教授）

■第Ⅰ部 ：12:00～13:30

基調講演　ラマン・シュレンマー氏
「シュレンマーと、バウハウス、アスコーナ
―20世紀の身体と、舞台芸術の革命、そして、共同体学びの場の実践を語る」

■休　憩 ：13:30～14:00

ティーサービス
■第Ⅱ部 ：14:00～16:30

グランド対談「手と心と声と宇宙と ― コスモスの復権―」
　　　伊藤 俊治 氏（東京芸術大学美術学部先端芸術表現科教授）
　　　佐治 晴夫 氏（宇宙物理学者/鈴鹿短期大学学長）
　　　竹村 真一 氏（文化人類学者/京都造形芸術大学教授）
　　　茂木 健一郎 氏（脳科学者）

■第Ⅲ部 ：18:30～

世界初演「結婚」映像視聴会（軽食付き）　
20世紀前衛舞台芸術のパイオニア、オスカー・シュレンマーの影絵芝居　
　　　特別出演－　安田登氏（能楽師）

浮
世
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る
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とちぎ蔵の街美術館　0282-20-8228
開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時30分まで）

休 館 日： 月曜日（祝日の場合は開館、翌日休館）
祝日の翌日（土曜・日曜・祝日の場合は開館）
年末年始（12月29日～１月３日）展示替等の館内整理期間

観 覧 料： 一般・大学・高校生300円（200円）／小・中学生100円（50円）

＊企画展の観覧料は別途定めます
＊（　）内は20名以上の団体割引料金です
＊ 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保険福祉手帳の交付を受けている方とその介護者
１名、未就学児は無料

＊土曜日は栃木市内の小・中学生は無料
＊毎月第３日曜日は「家庭の日」のため、県内の小・中学生は無料

交通機関： 電車／JR両毛線栃木駅、東武日光線栃木駅から徒歩15分
自動車／東北自動車道　栃木I.C.から10分

オープニング記念
シンポジウム

二期倶楽部庭内観季館BAR

「BARラジオ　 」
7/30（木）～8/2（日）期間限定オープン
21:00~24:00　＊BAR営業は18:00より

　70年代の東京・神宮前にあったBARラジオ。多くのクリエイター、
文化人が集いました。
　現在、観季館のバーに若林奮制作のカウンターが移築され、当時の
面影が再現されています。「山のシューレ2009」期間中の夜、往時の
名バーテンダー尾崎浩司氏がカウンターに立ちます。
　またとない、格別な那須の夜となることでしょう。


